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地域再生計画 

 

１ 地域再生計画の名称 

上富田町まち・ひと・しごと創生推進計画 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

和歌山県西牟婁郡上富田町 

 

３ 地域再生計画の区域 

和歌山県西牟婁郡上富田町の全域 

 

４ 地域再生計画の目標 

本町の総人口は、1980年の11,835人から2020年１月末現在15,582人と順調に増加

してきたが、2000年に年少人口と高齢人口比率の逆転がおき、人口構成が変化しな

がら、本格的な減少傾向の入り口に立っている。 

人口減少の進行によって、単に人口が減少していくだけでなく、人口構成そのも

のが大きく変化することにより低い出生率（2008年から2012年の期間における合計

特殊出生率は1.58）が続き、子どもの数が減るという少子化（年少人口比1980年

26.2％→2015年14.2％）にあわせて生産年齢人口も減少し、平均寿命の伸長もあい

まって急速に高齢化（高齢人口比1980年11.0％→2015年24.8％）が進んでいく。 

地域経済の縮小や医療・介護費の増大等これらの課題に対応するため、本町にお

いては、転出が多い15歳～24歳の年齢層（2010年から2015年の５年間で160人転出）

が定住するように、今後も住みやすい町づくりを続けていく必要がある。また、子

育て期にあたる20～39歳女性人口の減少（1980年1,624人→2015年1,555人）などを

考えると、自然増減と社会増減の両面に対する施策に取り組む必要があると考える。

このため、本計画においては次の基本目標を掲げ、その達成を図る。 

・基本目標１ 働く場のあるかみとんだ 

・基本目標２ 人が集まるかみとんだ 

・基本目標３ 子育てするならかみとんだ 

・基本目標４ 元気でいきいきかみとんだ 
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・基本目標５ みんなで支えるかみとんだ 

【数値目標】 

５－２の

①に掲げ

る事業 

ＫＰＩ 

現状値 

（計画開始

時点） 

目標値 

（2024年度

） 

達成に寄与する

地方版総合戦略

の基本目標 

ア 

新規就農者の確保（累計） ３人 ６人 

基本目標１ 農業以外の新規雇用創出数（

累計） 
12人 22人 

イ 

町への観光客数（年間） 350,282人 375,282人 

基本目標２ 

上富田ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ利用者数（

年間） 
115,124人 156,584人 

南紀ｳｴﾙﾈｽﾂｰﾘｽﾞﾑ協議会斡旋

による宿泊者数（年間） 
5,348人 6,434人 

南紀ｳｴﾙﾈｽﾂｰﾘｽﾞﾑ協議会斡旋

によるｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ弁当の取扱

個数（年間） 

11,215個 15,022個 

町への外国人観光客宿泊者

数（年間） 
1,365人 1,615人 

体験ツアー参加者数（年間） 85人 135人 

民泊宿泊者数（年間） 416人 3,216人 

空き家登録（累計） ２件 ７件 

ウ 

ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ利用者数（年

間） 
31人 41人 

基本目標３ 

保育士・調理師の各種研修の

実施（年間） 
１回 ２回 

幼児の一時預かり（年間／延

べ人数） 
38人 45人 

保育所でのｽﾎﾟｰﾂ教室の実施

回数を増やす（年間） 
７回 12回 
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ｽﾎﾟｰｸﾗﾌﾞ等への加入者数を

増やす（年間） 
600人 650人 

学校トイレ改修（累計） ０校 ５校 

学校プール改修（累計） ０校 １校 

エ 

上富田ｽﾎﾟｰﾂｻﾛﾝ会員会費（年

間） 
37,004千円 40,000千円 

基本目標４ 

介護保険給付費の伸び率抑

制（５年間の伸び率） 
23.0％ 22.3％ 

運動習慣のある人の数を増

やす 
40％ 45％ 

国保加入者のﾒﾀﾎﾞﾘﾂｸｼﾝﾄﾞﾛｰ

ﾑ該当者・予備軍を減らす 
28.3％ 26.5％ 

国保加入者の特定健診受診

率を上げる 
41.1％ 43.5％ 

家具転倒防止器具の取り付

け（累計） 
4件 24件 

感震ﾌﾞﾚｰｶｰの取り付け（累計

） 

0件 

 

20件 

 

ブロック塀等の撤去（累計） 25件 80件 

橋梁点検（累計） 0箇所 224箇所 

跨線橋点検（累計） 0箇所 １箇所 

トンネル点検（累計） 0箇所 ３箇所 

岩田地区の老朽化した水道

管の更新（累計） 
0ｍ 3,340ｍ 

オ 

地域の伝統行事の運営に係

わる人数（年間） 
300人 350人 

基本目標５ 
歴史学習会の実施（年間） ５回 10回 

熊野高校生徒のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱへの 50人 75人 
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参加生徒数を増やす（年間に

活動する実人数） 

熊野高校生徒のﾎﾞﾗﾝﾃｨｧ連携

に関わる事業数（累計） 
10件 12件 

 

５ 地域再生を図るために行う事業 

５－１ 全体の概要 

５－２のとおり。 

 

５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業 

 まち・ひと・しごと創生寄附活用事業に関連する寄附を行った法人に対する特

例（内閣府）：【Ａ２００７】 

① 事業の名称 

上富田町まち・ひと・しごと創生推進事業 

ア 働く場のあるかみとんだ事業 

（上富田町における安定した雇用を創出する） 

イ 人が集まるかみとんだ事業 

（上富田町への新しいひとの流れをつくる） 

ウ 子育てするならかみとんだ事業 

（若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる） 

エ 元気でいきいきかみとんだ事業 

（時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地

域を連携する） 

オ みんなで支えるかみとんだ事業 

（町民全体の知恵と力でもって、これからの上富田町をつくる） 

② 事業の内容 

ア 働く場のあるかみとんだ事業 

（上富田町における安定した雇用を創出する） 

「農業の担い手の確保・育成と企業誘致により雇用を増やす」：農業分

野においては、新規就農者の確保を図る。また、企業誘致活動及び起業・
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創業へのアプローチを官民協働で推進し新たな雇用を創出する。 

【具体的な取組】 

・農業次世代人材投資資金 

・事業所等立地促進事業  等 

イ 人が集まるかみとんだ事業 

（上富田町への新しいひとの流れをつくる） 

「関係人口を増やし、移住・定住環境の整備を図る」：地域の民間団体

との協働によりスポーツ振興による観光（イベント等）と民泊の推進に

より関係人口を増やす。また、空き家登録案内業務により空き家の登録

を推進する。 

【具体的な取組】 

・合宿等スポーツ事業による観光の取り組み 

・空き家登録案内業務  等 

ウ 子育てするならかみとんだ事業 

（若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる） 

「幼少期の子育て支援と青少年の健全な育成を図る」：子育て支援セン

ターの周知、保育士・調理師の研修、幼児の一時預かり等で幼少期の子

育て支援を推進する。また、子どもの体力・学力の向上と学校施設の充

実を図る。 

【具体的な取組】 

・子育て支援センター制度の周知業務 

・子ども体力向上推進事業  等 

エ 元気でいきいきかみとんだ事業 

（時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地

域を連携する） 

「町民の健康と安全を守る」：地域の民間団体との協働によりスポーツ

振興による健康増進と介護予防を図る。そのためにも運動習慣のある人

を増やし、自らの健康意識を向上させるためにも健診率の向上を目指す。

また、防災・減災対策として、地震対策のための自助努力の支援や、ラ

イフラインの更新を推進する。 
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【具体的な取組】 

・上富田スポーツセンター（上富田スポーツサロン）の運営 

・家具転倒防止対策事業  等 

オ みんなで支えるかみとんだ事業 

（町民全体の知恵と力でもって、これからの上富田町をつくる） 

「愛町心を育み、上富田のアイデンティティを高める」：地域の歴史や

文化の継承に取り組み、本町内唯一の高等学校である熊野高校との協働

によるまちづくりを進めることで、愛町心を育み上富田町のアイデンテ

ィティを高める。 

【具体的な取組】 

・伝統文化・芸能継承事業 

・熊野高校の自主的な地域活動の参加  等 

※なお、詳細は第２期上富田町まち・ひと・しごと創生総合戦略のとおり 

 

③ 事業の実施状況に関する客観的な指標（重要業績評価指標(ＫＰＩ)） 

４の【数値目標】に同じ。 

④ 寄附の金額の目安 

100,000千円（2020年度～2024年度累計） 

⑤ 事業の評価の方法（ＰＤＣＡサイクル） 

毎年度６月に外部有識者による効果検証を行い、翌年度以降の取組方針を

決定する。検証後速やかに上富田町公式ＷＥＢサイト上で公表する。 

⑥ 事業実施期間 

2020年４月１日から 2025年 3月 31日まで 

 

５－３ その他の事業  

   該当なし 

 

６ 計画期間 

2020年４月１日から 2025年３月 31日まで 

 


